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質 問 回 答 書 

 

  入札番号：総病新第 57号 

工 事 名：平成 27年度静岡県立総合病院 先端医学棟建築工事 

 

 

NO 質問事項 質問内容 回  答 

1 共通 式 典 に つ

いて 

式典について、起工式は施工者負担、竣工

式は施主負担と考えて宜しいですか。ま

た、その場合の起工式における施主・設計

事務所の出席予定人数を御指示下さい。 

起工式（安全祈願祭）は、受注者の任意に

よる開催と考える。 

竣工式は、工事完成後、本院主催により開

催予定。 

起工式の出席予定人数については、受注

者と協議による。 

2 共通  起工式・竣工式の費用負担並びに出席者

の人数をご指示下さい。 

式典（安全祈願祭、竣工式）の予定があり

ましたら、負担区分・規模・人数などお教

えください。 

3 共通 旧 保 育 所

について 

(A-002 図) 

旧保育所について、既存図面を御掲示く

ださい。 

旧保育所の図面はない。 

4 共通 旧 保 育 所

について 

(A-002 図) 

旧保育所にモデルルームを設置するにあ

たり、既設の床・天井・壁を撤去する必要

があれば、範囲を御指示下さい。又、モデ

ルルーム撤去後、復旧が必要な範囲があ

れば併せて御指示下さい。 

ﾓﾃﾞﾙﾙｰﾑ設置には、既設の床・天井・壁を

撤去せずにﾓﾃﾞﾙﾙｰﾑを施工することがで

きると判断している。なお、ﾓﾃﾞﾙﾙｰﾑ撤去

後は、状況に応じて、現況復旧のこと。 

5 共通 工 事 区 分

表 に つ い

て 

(A-010.011 図) 

工事区分表において、下記項目の有無お

よび詳細が不明です。御指示下さい。 

① 2-(１)：消火用水槽 

② 3-(６)：二重床下部の機器用基礎 

③ 9-(23)：鋼板パネルの切込および補強 

①該当なし 

②該当なし 

③該当なし 

6 共通  (A-002 図) 

≪建築工事特記仕様書（Ａ-002） ①一般

共通事項 (32)検査または試験の費用≫ 

「検査または試験の費用（旅費を含む）

は、すべて請負者の負担とする」とありま

すが、旅費を伴う検査の回数および参加

人数をお示しください。 

本記載の「旅費を含む」は、受注者の立会

いにかかる旅費を指し、発注者及び工事

監理者の旅費は別途とする。 

旅費を伴う検査は A-008 / 別表に記載の

◎項目。 
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NO 質問事項 質問内容 回  答 

7 共通  ≪建築工事特記仕様書（Ａ-002） Ⅱ仕様 

2≫ 

契約後に提出する「請負代金内訳書」（現

場説明書 工程表等の提出（2））の、契約

における優先順位をお示しください。 

「請負代金内訳書」は、参考資料として扱

うため、契約における優先順位項目には

該当しない。 

8 共通  ≪建築工事特記仕様書（Ａ-002） ①一般

共通事項 (34)完成写真≫ 

「2.撮影者は監督員の承諾を受けたもの

とする」とありますが、撮影者の指定はな

いと考えてよろしいでしょうか。 

貴見のとおり。 

9 共通  ≪施工条件特記仕様書（Ａ-009）1.工程関

係 1.関連工事との調整≫ 

配管内ＲＩ排水の所定の減衰期間経過が

いつであるか、お示しください。 

契約後に受注者と協議する。 

10 共通  （Ａ－００２図.Ａ－０２０～０２４図.

設計書Ｐ４４７）特記仕様書、一般共通事

項、⑰室内空気中の化学物質の濃度測定

において、測定対象室は全ての居室とす

るとございますが、仕上表の最右欄の化

学物質濃度判定欄の○印162＋42＝204室

（居室によっては複数）の数量と設計書

183 室とそれぞれ異なります。仕上げ表を

正と考えて宜しいでしょうか。御指示下

さい。 

設計書を正とする。 

11 共通  給水ﾎﾟﾝﾌﾟ室の施工時期、期間について設

定されている条件を御指示ください。 

特段、設定している条件はない。 

現場説明書の工期に係るただし書きのと

おり。 

12 共通  （Ａ－００２.００３図） 

特記仕様書、一般共通事項（A-002）及び

土工事（A-003）に記載の建設発生土の運

搬距離が 4.8ｋｍとございます。指定処分

地があれば御指示下さい。 

運搬距離 4.8ｋｍ記載は、積算上参考とし

た距離を示し、指定処分地はない。また、

運搬距離の変更は、設計変更の対象外と

する。 

13 共通  先端医学棟の工程を検討するにあたり、

別途設備切り回し工事の工程は必要でし

ょうか。影響なしと考えれば宜しいでし

ょうか。御指示下さい。 

特段、設定している条件はない。なお、準

備工事期間中に接地新設・撤去、ｶﾞｽ管撤

去(共に別途工事)等を行う必要がある。 
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NO 質問事項 質問内容 回  答 

14 共通  （Ａ-４０５図） 

特高変電設備の施工時期、期間について

設定されている条件をご指示下さい。（鉄

板養生 4か月、交通誘導員 10.5 か月の表

記があります） 

変電所建設及び変電設備据え付け期間を

４か月とし、受電開始時期を平成 29 年４

月と想定している。 

 

15 仮設 請 負 者 現

場 事 務 所

について 

Ａ―００２ ⑱に「南側隣地の駐車場の一

部を～無償で使用できる」とありますが、

具体的に位置と範囲がわかる資料のご提

示をお願いします。 

A-199 / STEP1 に記載有り。 

16 仮設  (A-003 図) 

③工事用水④工事用電力 構内既存の施

設を利用できる(有償)となっております

が、支給位置は工事仮囲内と考えてよろ

しいでしょうか。工事に必要な容量を供

給いただけると考えてよろしいでしょう

か。ＥＸ400V 電力 

構内既存の施設で利用できる容量・取出

し位置は以下のとおり。 

①工事仮設 

(1)電灯 

 1φ3W 100/200V 150A（30KVA 程度） 

 取出し位置：本館地階 電気室分岐盤

より 

(2)動力 

 3φ3W 200V 100A（30KW 程度） 

 取出し位置：本館地階 電気室分岐盤

より 

②現場事務所仮設 

(1)電灯 

 1φ3W 100/200V 75A（15KVA 程度） 

 取出し位置：旧保育所 引込開閉器盤

より 

(2)動力 

 ありません 

17 仮設  特記仕様書 A-003 図の「②.仮設工事,③.

工事用水,④工事電力」に構内既存の施設

を利用できるとありますが、既存施設の

何処の場所から利用できるのかを御指示

ください。 

18 仮設  (A-003 図) 

⑤その他 積上共通仮設は指定仮設とす

るとありますが、それぞれのタワークレ

ーン基礎形状をご指示下さい。又、屋上設

置の場合 本体鉄骨への補強はないもの

と考えてよろしいでしょうか。ご指示下

さい。 

受注者が選定するﾀﾜｰｸﾚｰﾝの機種に合わ

せて基礎を設定すること。 

屋上設置のﾀﾜｰｸﾚｰﾝは、柱直上近傍に計画

しているが、60t・m 級ﾀﾜｰｸﾚｰﾝのみ sb40

の梁下 Z5～Z6 間に補強間柱 H-150×150

×7×10 を 2 ヶ所を当該ﾀﾜｰｸﾚｰﾝの積算に

見込むこと。 

19 仮設  「積上共通仮設は指定仮設」とあるが、仮

設方法を変更する場合、発注者了承を得

た上で行い、当該仮設費に変更ある場合

は精算するものと考えてよいか。 

貴見のとおり。ただし、A-199 特記事項に

記載のとおり、受注者の都合により、仮設

の追加等を行う場合は、受注者の負担と

する。 

20 仮設   （Ａ-００３,Ａ-００９,ｋ-０１、Ｋ－０

２図) 

 A-009 図の「6.仮設備関係 1仮設備（仮

① 貴見のとおり。 

② 貴見のとおり。 

ただし、足場の工法・方式等について
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NO 質問事項 質問内容 回  答 

土留、仮橋、足場等）」にて、仮設備の構

造、工法及びその施工範囲を指定する場

合が適用○となっています。  

①仮設山留、構台（図面 K-01、K-02）は、

指定仮設と考えて宜しいでしょうか。 

②足場等の直接仮設は、任意仮設と考え

て宜しいでしょうか。御指示下さい。  

は A-003 特記仕様書に指定項目があ

る。 

21 仮設  （Ａ－００３.Ａ－１１９.Ａ４０１～４

０５図） 

特記仕様書、仮設工事、⑤その他に積上げ

共通仮設は指定仮設とし、直接仮設は任

意仮設とする。となっています。 

指定仮設は設計変更の対象と考えて宜し

いでしょうか。 

御指示下さい。 

貴見のとおり。 

22 仮設  施工条件特記仕様書 A-009 図の「9.排水

関係.2.水替・流入防止施設」に釜場排水

とありますが、指定仮設と考えて宜しい

でしょうか。御指示下さい。 

貴見のとおり。 

 

23  仮設  仮設計画図 A-199 図の「仮設計画図ステ

ップ３」にロングスパンエレベーター（２

基）の表記がありますが、設計書には記載

がありません。任意仮設と考えて宜しい

でしょうか。御指示ください。 

貴見のとおり。 

24 仮設 山 留 め の

部 分 撤 去

について 

Ｋ－０１図に山留め撤去ＧＬ－１，００

０～１，５５０範囲が記載ありますが、設

計書には見受けられません。図面を正と

考えて宜しいですか。 

設計書別紙明細00-0011のｿｲﾙｾﾒﾝﾄ連続壁

の項目に山留撤去（GL-1,000～1,550）に

係る費用を含めて積算のこと。 

25 構造 コ ン ク リ

ー ト 高 性

能 Ａ Ｅ 減

水 剤 に つ

いて 

(A-003 図) 

建築特記仕様書（２）、コンクリート混和

材料にＡＥ減水剤と高性能ＡＥ減水剤の

両方に印があり、使い別けが不明です｡下

記と考えて宜しいですか。 

・Ｆｃ３６Ｎ以上：高性能ＡＥ減水剤 

・Ｆｃ３６Ｎ未満：ＡＥ減水剤 

設計書に記載のとおり。 

26 構造 マ ス コ ン

ク リ ー ト

高 性 能 Ａ

Ｅ 減 水 剤

について 

(A-003 図) 

建築特記仕様書（２）、マスコンクリート

混和材に『ＡＥ減水材又は高性能減水材』

と有りますが、使い別けが不明です｡高性

能ＡＥ減水剤を適用と考えて宜しいです

貴見のとおり。 

 



 
 

- 5 - 
 

NO 質問事項 質問内容 回  答 

か。 

27 構造 マ ス コ ン

ク リ ー ト

範 囲 に つ

いて 

(A-003 図･S-01 図) 

建築特記仕様書（２）、マスコンクリート

の適用範囲は、構造設計概要、Ｆ使用材料

１．コンクリートに記載の放射線治療部

分と考えて宜しいですか。 

貴見のとおり。 

28 構造 立 上 り コ

ン ク リ ー

ト 仕 様 に

ついて 

(S-01 図)構造設計概要、Ｆ使用材料１．

コンクリートに『１階～Ｒ階 床 Ｆｃ

２４ Ｓ１５』と有りますが、１階～Ｒ階

の機械基礎、パラペット等のＲＣ立上り

コンクリート仕様が不明です｡Ｆｃ２４ 

Ｓ１８と考えて宜しいですか。 

Fc24 S15 とする。 

ただし、1 階立上りのみ Fc24 S18 とす

る。 

29 構造 Ｃ Ｓ １ ス

ラ ブ 下 型

枠 仕 様 に

ついて 

(S-15 図) 

２階床梁伏図、Ｙ５・Ｘ９－１０通り間ス

ラブＣＳ１のスラブ下型枠仕様が不明で

す｡フラットデッキＴ１．０と考えて宜し

いですか。 

S-53 に記載のとおり」PL-1.6 とする。 

30 構造 施 工 用 表

層 改 良 に

ついて 

(設計書 P16･A-003 図) 

施工用表層改良の配合量が以下のように

異なります。 

１００ＫＧ／ｍ３と考えて宜しいです

か。 

・Ａ－００３図：１００ＫＧ／ｍ３ 

・設計書Ｐ１６：５０ＫＧ／ｍ３ 

100kg/m3 を正として積算のこと(設計書

の 50kg/m3 は誤記)。 

 

31 構造  （Ａ－００３図.設計書Ｐ１６） 

特記仕様書「④地業工事.⑨事業改良工

法」にて、施工用表層改良（既存建物解体

跡地等）とありますが、指定仮設と考えて

宜しいでしょうか。  

指定仮設の場合、⑨地盤改良工法に配

合 100ｋｇ/ｍ3 とございますが、設計書

P16 には 50ｋｇ/ｍ3 となっています。50

ｋｇで見込めば宜しいでしょうか。御指

示下さい。 

32 構造 マ ッ ト ス

ラ ブ 配 筋

について 

(S-37 図) 

マットスラブ配筋について、マットスラ

ブ範囲断面表の配筋Ｄ３５＠２００～４

００が主筋方向・配力筋の区別が有りま

せん、またマットスラブＫＥＹＰＬＡＮ

に『１．スラブ主筋方向は↑↓方向とす

断面表に記載の配筋は柱列帯の配筋で、

下記のように考えること。 

X～通り：Y方向柱列帯配筋 

Y～通り：X方向柱列帯配筋 

柱列帯の配力筋は、中間帯配筋の D25@200

を配筋する。 
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NO 質問事項 質問内容 回  答 

る』と有ります、配筋Ｄ３５＠２００～４

００は主筋方向↑↓を示すと考えて宜し

いですか。 

また、上記の場合、Ｘ方向配力筋は、柱間

帯配筋Ｄ２５＠２００を全面と考えて宜

しいですか。 

33 構造 鉄 筋 継 手

について 

(S-01･S-37 図) 

構造設計概要、Ｆ使用材料、２．鉄筋の表

において、 

Ｄ１９．Ｄ２２．Ｄ２５の備考欄に（圧接

は柱・梁主筋のみ）と有ります、 

Ｄ２９以上の備考欄には記載が有りませ

ん、 

Ｄ２９以上の鉄筋継手は放射線治療部マ

ットスラブＤ３５も含め、全てガス圧接

と考えて宜しいですか。 

貴見のとおり。 

34 構造 嵩 上 げ コ

ン ク リ ー

ト 内 の 配

筋 

(A-020.S-04 図) 

嵩上げコンクリートの厚みがｔ１００～

７００ありますが、配筋は配筋基準図３

の配筋要領に倣うと考えて宜しいです

か。 

・１５０＞ｔ ３．２φ１００ 

・１５０≦ｔ ６φ１００ 

貴見のとおり。 

 

 

35 構造  (S-52 図) 

内部立上りの断面及び配筋詳細（該当あ

る場合）は、外周立上りと同仕様と考えて

よろしいでしょうか。ご指示下さい。 

貴見のとおり。 

小線源室周囲の立上り壁はS-42の W48に

よる。 

36 構造  (S-51 図) 

天井遮蔽鉄板の小口部分に補強筋の記載

がありません。補強は不要と考えてよろ

しいでしょうか。ご指示下さい。 

遮蔽鉄板はスラブ内に内包されており、

特段の補強は不要と考える。 

37 構造  (Ａ－０２５図、Ｓ－１３図) 

湧水槽(FS1)の水勾配は 1/200 として、底

盤面増打の高さが 100 以上の範囲は、ひ

び割れ防止筋として D10@200 ﾓﾁｱﾐ S の配

筋が必要と考えて宜しいでしょうか。御

指示下さい。 

貴見のとおり。 

38 構造  （Ｓ－３３図） 

基礎 杭頭周辺部補強リストに於いて、施

工範囲の基礎符号にＦ１Ｂ、Ｆ２Ｂ、Ｆ３

貴見のとおり。 
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NO 質問事項 質問内容 回  答 

Ａ、Ｆ３Ｂ、Ｆ３１Ａの記載がありません

が、採用の基礎同様にＨ１が４５０のた

め、採用に含めると考えて宜しいでしょ

うか。御指示下さい。 

39 構造  基礎梁のコンクリートが、普通コンクリ

ートとなっていますが、基礎梁の梁巾が

最大断面寸法にて１，５００、２，８０

０と大きく、マスコンクリート規定を適

用し、低熱ポルトランドセメント 高性

能ＡＥ減水剤使用としなくて宜しいでし

ょうか。                                                            

マスコンクリートとする場合、耐圧版天

端から１階床スラブ下端までの、基礎、

基礎梁全て(梁巾１,５００未満の梁も含

む)を適用範囲と考えて宜しいでしょう

か。御指示下さい。 

放射線治療棟周りの FG41～44 は、放射線

治療棟と同じマスコンクリートとする

が、その他は普通コンクリートとする。 

なお、FG41～44 はスラブ上端までをマス

コンクリートとする。 

40 外部 渡 り 廊 下

４ パ ラ ペ

ッ ト に つ

いて 

(S-67 図･A-056 図) 

ＰＥＴ棟 渡り廊下復旧図(S-67 図)にＲ

Ｃパラペット詳細図が有りますが、渡り

廊下４詳細図(A-056 図)でパラペットは

乾式です。渡り廊下４詳細図(A-056 図)を

正と考えて宜しいですか。 

貴見のとおり。 

41 外部 Ｓ Ｕ Ｓ サ

イ ン パ ネ

ル に つ い

て 

(A-037 図) 

Ｃ部 詳細図において、天井「ＳＵＳパネ

ル」が、サイン詳細図参照と記載がありま

すが、サイン詳細図には記載がありませ

ん。 

ＳＵＳパネルの厚み 及び、下地材を御指

示下さい。 

軽鉄下地のうえ SUS ﾊﾟﾈﾙ t2.0 とする。 

42 外部 屋 根 の 笠

木 の 仕 様

について 

(A-020 図) 

外部仕上表で、笠木の仕様が「アルミ押出

形材 既製品」と「アルミ 曲げ加工」と２

種類記載が有りますが、それぞれの明確

な使い分け範囲が不明です。使い分け範

囲について、A-053 図 渡り廊下 2のみ ア

ルミ曲げ加工とある事より、下記の様と

考えて宜しいですか。 

・屋根１～７：アルミｔ２．０ 曲げ加工

（渡り廊下の屋根部分） 

・屋根８～１０：アルミ押出形材ｔ２．０ 

既製品（本体屋根部分） 

屋根 1～7：ｱﾙﾐ曲げ加工 

屋根 8～10：ｱﾙﾐ押出型材 
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43 外部  (A-027･049～056 図) 

渡り廊下屋根の笠木は、渡り廊下 2（屋根

7）のみｱﾙﾐ t2.0 曲げ加工と考え、他の屋

根はｱﾙﾐ既製品と考えてよろしいでしょ

うか。ご指示下さい。 

44 外部  （Ａ－０２０図） 

外部仕上表の笠木にアルミ押出型材とア

ルミ曲げ加工がありますが、 

下記の様に考えて宜しいでしょうか。御

指示下さい。 

＊屋根１～７：アルミ曲げ加工 

＊屋根８～１０：アルミ押出型材 

45 外部 耐 火 被 覆

の 有 無 に

ついて 

外壁押出成形セメント板の「取付金物」

「開口補強金物」に耐火被覆は必要でし

ょうか。必要な場合には仕様･耐火時間を

御指示下さい。 

取付金物は耐火被覆不要。 

開口補強金物は A-017 / 耐火時間指定に

記載のとおり耐火被覆必要。 

46 外部  (A-039 図) 

外壁足元 水抜きﾊﾟｲﾌﾟの取付ﾋﾟｯﾁは、

600mm と考えてよろしいでしょうか。ご指

示下さい。 

@1800。 

47 外部  (A-040 図) 

ＥＣＰ取付詳細図に取付ﾋﾟｯﾁの指示のな

い金物の記載が御座いますが、取付ﾋﾟｯﾁ

の記載の無い金物は 600mm と考えてよろ

しいでしょうか。ご指示下さい。 

S-56 / 横長外壁受け下地鉄骨要領、S-64 

/ 外装材受け下地鉄骨等による。 

48 外部  (A-038 図) 

設計書 P.48 にて「目隠し壁 ECP 脚部 ﾊﾟﾗ

ﾍﾟｯﾄ上部 通しｱﾝｸﾞﾙ 8.8m」が計上され

ていますが、屋上目隠し(ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ取合い

部)詳細図では該当箇所の記載が御座い

ません。「目隠し壁 ECP 脚部 ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ上部 

通しｱﾝｸﾞﾙ」は無しと考えてよろしいでし

ょうか。ご指示下さい。 

有りとする。 

A-038 / 屋上目隠し(ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ取合い部)

詳細図の ECP 脚部の「L-65*65*6(通し)」

を「L-90*75*6(通し)」に読み替えること。 

 

49 外部  （Ａ－０３８図） 

屋上目隠し壁の鉄骨が溶融亜鉛メッキと

ありますが、 

塗装等は不要と考えて宜しいでしょう

か。御指示下さい。 

貴見のとおり。 
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50 外部  （Ａ－０３１．０３８図） 

屋上目隠し壁 押出し成形セメント板の

仕上は外側のみとし、 

内側は素地と考えて宜しいでしょうか。

御指示下さい。 

貴見のとおり。 

51 外部  （Ａ－０３０．１０２図） 

南側（Ｙ２通り以北）で外壁押出成形セメ

ント板を鉄骨梁が貫通しますが、納まり

は雑詳細図Ｃ（３）のＣ－２３渡り廊下２

のメンテ床に倣いＳｔＰＬ－６ 全周溶

接、四周シールと考えて宜しいでしょう

か。 

御指示下さい。 

S-56 / Y4 通り・X5～X9a 通り間 b3 端部

取合要領に記載のとおり、鉄骨が外壁押

出成形ｾﾒﾝﾄ板を貫通する部分はﾌﾟﾚｰﾄの

ため、このﾌﾟﾚｰﾄの四周をﾀﾞﾌﾞﾙｼｰﾙのこ

と。 

52 外部 各 種 シ ー

リ ン グ に

ついて 

(A-084.085 図) 

建具廻りのシーリングが、建具詳細図で

二重シーリングとなっておりますが、建

具廻り以外のシーリング（異種の仕上材

が取り合う部分等）については、全てシン

グルシーリングと考えて宜しいですか。 

又、二重シーリングが必要な場合には施

工範囲を御指示下さい。 

設計書別紙明細に記載のとおり。 

53 外部  (A-103 図) 

配管取出し口（C-26e）屋根に軒先水切の

ような記載が御座いますが、仕様はｶﾗｰｶﾞ

ﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.4加工と考えてよろしいで

しょうか。ご指示下さい。 

貴見のとおり。 

 

54 外部  (A-019･020･030･031 図) 

仕上材料表（外壁）に撥水剤の記載が御座

いますが、外部仕上表及び立面図に記載

が御座いません。撥水剤は適用無しと考

えてよろしいでしょうか。ご指示下さい。 

A-197 / 凡例 81給水ﾎﾟﾝﾌﾟ室新設 / 北

側立面図・西側立面図に有り。 

55 外部  (A-049～056 図) 

外部ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ金物について、設計

書より参考ﾒｰｶ ・ー品番はｶﾈｿｳ EX ｼﾞｮｲﾝﾄと

考えてよろしいでしょうか。また、ｶﾈｿｳ 

EX ｼﾞｮｲﾝﾄでよろしい場合、詳細品番

(AX12-50G 等)を併せてご指示下さい。 

貴見のとおり。 

詳細品番は現場承諾事項とする。 

56 外部  （Ａ－００６図） 

建築特記仕様書（６）に床エキスパンショ

ンジョイントが、ＡＢＣ商会：アーキパン

記載は、同等品を示しており、採用ﾒｰｶｰは

現場承諾事項とする。 
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NO 質問事項 質問内容 回  答 

ションＳとありますが、床以外はカネソ

ウ：ＥＸジョイントと考えて宜しいでし

ょうか。御指示下さい。 

57 外部  （Ａ－０２０図） 

外部軒天ケイカル板の天井回り縁の仕様

はアルミ製と考えて宜しいでしょうか。

御指示下さい。 

貴見のとおり。 

58 外部  （Ａ－０３９図） 

矩計図詳細図（１）の６階屋上回り詳細図

（屋根９）に鋼製下地のアスファルト防

水の排水溝がＷ２５０ですが、屋根１～

７．１０も同じと考えて宜しいでしょう

か。 

屋根 1～7：W400 

屋根 9・10：W250 

59 外部  （Ａ－０４８図） 

屋外鉄骨階段に段鼻ノンスリップは不要

と考えて宜しいでしょうか。 

必要な場合、仕様を御指示下さい。 

不要とする。 

60 内部 建物内、竪

樋の 

仕 様 に つ

いて 

(A-057～066 図) 

建物内、竪樋：配管用鋼管は、ＳＧＰ白管

と考えて宜しいですか。 

併せて、防露巻の仕様を御指示下さい。 

貴見のとおり。 

天井内･ﾊﾟｲﾌﾟｼｬﾌﾄ内防露巻：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

保温筒 ｔ20 着色ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ仕上 

機械室内防露巻：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温筒 ｔ

20 合成樹脂ｶﾊﾞｰ仕上 

61 内部 冷 水 装 置

用 コ ン ク

リ ー ト 基

礎 の 仕 様

について 

(A-011 図) 

工事区分表２ リニアック１～３におい

て、（１２）冷水装置用コンクリート基礎

が建築工事とありますが、寸法、仕上およ

び設置場所が不明です。詳細を御指示下

さい。 

A-192 / 凡例 73 に含まれている。 

62 内部 リ ニ ア ッ

ク の 機 器

搬 入 路 の

拡張・復旧

工 事 に つ

いて 

(A-011 図) 

工事区分表２ リニアック１～３におい

て、（１３）機器搬入路の拡張・復旧工事

(必要であれば)とありますが、不要と考

えて宜しいでしょうか。必要な場合は範

囲、壁仕様などの詳細を御指示下さい。 

不要とする。 

63 内部 空 調 ダ ク

ト 貫 通 部

鉛 防 護 の

詳 細 に つ

いて 

(A-011 図) 

工事区分表２ サイバーナイフ 空調ダ

クト貫通部鉛防護が建築工事とあります

が詳細が不明です。ダクト貫通場所、鉛厚

などの詳細を御指示下さい。 

「空調ﾀﾞｸﾄ貫通部鉛防護」は A-135 の天

井内ﾀﾞｸﾄ遮蔽棚を指す。 

ﾀﾞｸﾄ貫通場所は迷路両端の RC下り壁。 

鉛厚は設計では t10 としているが、受注

者は再度遮蔽計算を行い安全性を確かめ

ること。 
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NO 質問事項 質問内容 回  答 

64 内部  (A-020･106 図) 

1 階ﾘﾆｱｯｸ機械室の床仕上について、ﾘﾆｱｯ

ｸ室1詳細図では防塵塗装仕上とあります

が、仕上表ではﾋﾞﾆｰﾙ床ｼｰﾄ D です。仕上

表優先でﾋﾞﾆｰﾙ床ｼｰﾄ D と考えてよろしい

でしょうか。ご指示下さい。 

仕上表を正とする。 

65 内部 リ ニ ア ッ

ク 装 置 ベ

ー ス 埋 込

用 基 礎 内

の 仕 上 に

ついて 

(A-105.106 図) 

リニアックの装置ベース埋込用基礎内の

防塵塗装はＦＬＰ－２と考えて宜しいで

すか。 

A-106 / ⑥装置ﾍﾞｰｽ埋込用基礎・配管に

記載のとおり FLP-1。 

66 内部 配 線 ピ ッ

ト 内 の 仕

切 り 板 の

仕 様 に つ

いて 

(A-113 図) 

サイバーナイフの配線ピット内に仕切り

板（亜鉛メッキ鋼板）がありますが、サイ

ズは上部仕切板がＬ－７５×７５、中央

仕切板がＨ２５０と考えて宜しいです

か。 

仕切り板は積算上は不要とし、契約後に

受注者と協議する。 

67 内部 Ｍ Ｒ Ｉ 室

の ク エ ン

チ パ イ プ

の 範 囲 に

ついて 

(A-127 図) 

ＭＲＩ室詳細１において、⑧クエンチパ

イプ配管用壁開口が建築工事とあります

が、設置場所およびか所数が不明です。御

指示下さい。 

A-031 / 東側(X10 通以西)の 3FL+3,500H

にある四角が該当、1ヶ所。 

68 内部 手 術 室 ７

の ア ン ギ

オ 架 台 鉄

骨 の 工 事

区 分 に つ

いて 

(A-126) 

手術室７アンギオ架台鉄骨の記載があり

ますが、工事区分が不明です。 

※４のボス－１５０×１５０×３６及び

※１１のＭ１２ボルトはメーカー工事

で、それ以外の吊材、梁、軸ブレースは建

築工事と考えて宜しいですか。 

※4のﾎﾞｽ－150×150×36 はﾒｰｶｰ工事、※

11 の M12 ボルト、吊材、梁、軸ﾌﾞﾚｰｽは建

築工事とする。 

69 内部 フ リ ー ア

ク セ ス フ

ロ ア の ウ

ィ ス カ 対

策 の 範 囲

について 

(A-019 図) 

フリーアクセスフロアの詳細にウィスカ

対策仕様とありますが、設計書に記載の

通り２Ｆサーバー室のＦＡ－３のみに適

用すると考えて宜しいですか。 

A-019 を正とし、FA-1・2・3 共ｳｨｽｶ対策仕

様を適用する。 

70 内部 ２ 階 実 習

生 控 室 な

ど の 耐 火

被 覆 の 有

(A-035 図) 

リニアックの上部に位置する、２階実習

生控室などの鉄骨柱、梁に耐火被覆は不

要と考えて宜しいですか。 

不要である。 
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無 に つ い

て 

必要な場合の耐火時間は２時間と考えて

宜しいですか。 

71 内部 手 術 室 の

空 調 室 外

機 用 基 礎

の 仕 様 に

ついて 

(A-142 図) 

手術室仕様書３において、特記事項ｈ 空

調室外機用基礎工事が建築工事とありま

すが、基礎の寸法、仕上げ等の詳細が不明

です。御指示下さい。 

A-103 / C-29 に含まれている。 

72 内部 ６ 階  機

械 室 ２ の

床 仕 上 に

ついて 

(A-024.067 図) 

仕上表５において、６階 機械室２の床仕

上に塗膜防水Ａ、ＦＬＰ－１の記載があ

ります。全面塗膜防水Ａと考えて宜しい

ですか。 

機械室 1：塗膜防水 A・FLP-1、機械室 2：

塗膜防水 Aとする。なお機械室 1 床の RC

立上りより北側を塗膜防水A、南側をFLP-

1 とする。 

73 内部 供 給 ホ ー

ル の 天 井

開 口 に つ

いて 

(A-062 図) 

３階供給ホールの一部に天井開口とあり

ますが、デッキスラブ表しと考えて宜し

いですか。 

また、天井懐内は壁仕上で塞ぐと考えて

宜しいですか。 

ﾃﾞｯｷｽﾗﾌﾞ現しとし、天井懐内の塞ぎは不

要(別途工事で回転棚を設置予定)。 

74 内部  (A-058 図) 

1 階既滅菌室の天井開口について、枠・下

り壁等は不要と考えてよろしいでしょう

か。必要な場合は仕様･詳細をご指示下さ

い。 

不要である。 

75 内部  (A-058 図) 

1 階組立室･洗浄室･既滅菌室について、1

階平面詳細図(2)にｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞらしき記載

がありますが別途と考えてよろしいでし

ょうか。ご指示下さい。 

貴見のとおり。 

 

76 内部  (A-058 図) 

1 階組立室と洗浄室との取合間仕切につ

いて、機器が壁を貫通していますが枠等

は不要でしょうか。必要な場合は機器のｻ

ｲｽﾞ及び枠仕様をご指示下さい。 

枠は積算上は不要とし、契約後に受注者

と協議する。 

 

77 内部  (A-058 図) 

1 階ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞの下り壁（P4）について、見

切枠等は不要と考えてよろしいでしょう

か。必要な場合は仕様･詳細をご指示下さ

い。 

不要(P4 は天井内)である。 
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78 内部 シ ー リ ン

グの仕様 

(A-004 図) 

内部シーリングは下記のように考えて宜

しいですか。 

・クリーンルーム取合部：ＳＲ－１抗菌仕

様 １５×１０ 

・クリーンルーム壁・天井目地：ＳＲ－１

抗菌仕様 ６×６ 

・その他内部シーリング：ＭＳ－２ １５

×１０ 

貴見のとおり。 

79 内部 天 井 レ ー

ル の 設 置

部 屋 に つ

いて 

(A-180) 

天井レール詳細図がありますが、該当す

る部屋は２Ｆ講義室（災害対策本部）と考

えて宜しいですか。 

貴見のとおり。 

80 内部  （Ａ－１８０図．設計書Ｐ８５） 

天井レール詳細図に吊りボルト、塞ぎプ

レートの指示が有りますが、設置範囲が

不明です。設計書通り、２階講義室に見込

むと考えて宜しいでしょうか。御指示下

さい。 

貴見のとおりで積算のこと。 

 

81 内部 天 井 内 の

耐 火 間 仕

切の仕様 

(A-101 図) 

雑詳細図Ｃ Ｃ－１４にシャッター受材

の詳細がありますが、防火区画部分の天

井内の耐火間仕切の仕様を御指示下さ

い。 

該当は SS-1a(2 階 渡り廊下 4)で、天井内

の耐火間仕切は A-059 に記載のとおり

T2。 

82 内部 床 見 切 縁

の仕様 

(A-063 図) 

４階スタッフラウンジ、５階プレイルー

ムの床見切縁の仕様を御指示下さい。 

A-019 / 仕上材料表に記載のとおりｽﾃﾝﾚ

ｽ製(ｱｼｽﾄ NO.20-307 同等品)。 

83 内部  (A-017･063 図) 

4 階(ｽﾀｯﾌ更衣･休憩)男女更衣室入り口の

床見切りは仕上特記に記載されているｽﾃ

ﾝﾚｽ FB-3×15 と考えてよろしいでしょう

か。ご指示下さい。 

床見切りは無しとする。 

84 内部  (A-023･024･034 図) 

空調機械室の床仕上について、矩計図(2)

では 1 階空調機械室 2 は塗膜防水 A です

が、仕上表(5)では FLP-1(ｹｲ酸質系ｺﾝｸﾘｰ

ﾄ表面強化材)です。仕上表優先で FLP-1(ｹ

ｲ酸質系ｺﾝｸﾘｰﾄ表面強化材)と考えてよろ

しいでしょうか。ご指示下さい。 

貴見のとおり。 

 

85 内部  (A-023･034 図) 仕上表を正とする。 
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NO 質問事項 質問内容 回  答 

4 階(その他)空調機械室床仕上の塗膜防

水が仕上表では塗膜防水Dですが､矩計図

では塗膜防水 A です。矩計図優先と考え

てよろしいでしょうか。ご指示下さい。 

86 内部  (A-068･073 図) 

2 階実習生控室廻りの天井梁型仕上は壁

仕上と同様に LGS 下地 GB-R 12.5+GB-

NC9.5 の上ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼と考えてよろしいで

しょうか。ご指示下さい。 

貴見のとおり。 

87 内部  (A-021･060 図) 

2 階ｻｰﾊﾞｰ室の壁下地軽鉄は仕上表備考に

耐風圧 1000Pa 対応仕様とありますが､ｻｰ

ﾊﾞｰ室内柱廻り(PK1)･外廻り(PK1)が適用

範囲と考えてよろしいでしょうか。ご指

示下さい。又、ｻｰﾊﾞｰ室周囲耐火遮音間仕

切(T2G)の軽鉄に関しても同様に耐風圧

1000Pa 対応仕様と考えてよろしいでしょ

うか。ご指示下さい。 

共に貴見のとおり。 

88 内部  (A-064 図) 

4階 X8-9間 Y8通り(HCU)WC の洗面器前に

鏡の記載がありませんが､化粧鏡Bが必要

と考えてよろしいでしょうか。ご指示下

さい。 

鏡は積算上は不要とし、契約後に受注者

と協議する。 

 

 

89 内部  (A-065 図) 

5 階(病院研究所)看護研究室に化粧鏡 B

が必要と考えてよろしいでしょうか。ご

指示下さい。 

鏡は積算上は不要とし、契約後に受注者

と協議する。 

 

90 内部  (A-023･064 図) 

4 階 X6-7･Y6-7 間に部屋名のない部屋が

記載されていますが、各仕上は前室 1 に

倣い下記のように考えてよろしいでしょ

うか。ご指示下さい。 

■床:SF-1 の上ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ B 

■巾木:床材立上 H100 

■壁:PU 

■天井:PU(天井高 H2700) 

■廻縁:塩ﾋﾞ製 

■備考:壁面保護材 A 

手術ﾎｰﾙ 1 と同仕上とする。 

91 内部  (A-058～067 図) 

平面詳細図でRC立上りの範囲が記載され

RC 立上は不要。 



 
 

- 15 - 
 

NO 質問事項 質問内容 回  答 

ていますが、EPS･PS 等で塗床巾木 H=100

の範囲に RC 立上りの記載がありません。

塗床巾木使用範囲はRC立上りが必要なも

のと考えてよろしいでしょうか。ご指示

下さい。 

92 内部  (Ａ－０１９図、Ａ－０２３図) 

床材立上げ巾木(塗床:FLP)に於いて、同

所はＲＣ造立上が必要と思われます。各

階共通として、Ａ－０２３図４階〈その

他〉空調機械室、PS・EPS・DS より同室廻

りにはＲＣ造立上Ｈ＝１００が必要と考

えて宜しいでしょうか。御指示下さい。 

93 内部  (A-022･062 図) 

3 階(手術)診療材料庫の壁面保護材 A が

仕上表には記載されていませんが､平面

詳細図では記載されています。壁面保護

材Aは必要と考えてよろしいでしょうか。

ご指示下さい。 

貴見のとおり。 

 

94 内部  設計書内装工事に計上されている｢ｽﾗﾌﾞ

下押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ板 厚 25 接着張｣が

図面に見当たりません。不要と考えて宜

しいでしょうか。ご指示下さい。 

                                                                                             

押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ板 厚25はA-036に記

載のあるﾋﾟﾛﾃｨ・救急車寄上部ｽﾗﾌﾞ下の断

熱材を指す。 

95 内部  設計書金属工事に計上されている2F廊下

4空調機搬入ﾌｯｸ 2ヶ所が図面上見当たり

ませんでした。2F 廊下 4 空調機搬入ﾌｯｸ

は必要と考えて宜しいでしょうか。ご指

示下さい。 

貴見のとおり。 

S-53 / 吊りﾌｯｸ(EV・空調機搬入用)要領

に記載有り。 

96 内部  (設計書№79) 

設計書金属工事に1F救急車寄席下り壁軽

鉄下地 (桐井製作所 耐風圧天井下地材

CC-25 同等)が計上されていますが、図面

に見当たりません。無しと考えて宜しい

でしょうか。ご指示下さい。また、必要の

場合は範囲・詳細も併せてご指示下さい。 

A-037 / C 部詳細図の H150 部分 2ヶ所が

該当。 

97 内部  (A-178 図) 

5 階臨床薬剤学教授室･教員室、医薬品情

報解析学教授室･教員室の天井高が

CH=2500 ですが、ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ SP-27･28･29 の

高さが H=2700 です。ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ SP-27･28･

積算上、ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ高さはH=2700を正とし、

契約後、受注者と協議する。 
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NO 質問事項 質問内容 回  答 

29 の高さは H=2500 と考えてよろしいで

しょうか。ご指示下さい。 

98 内部  （Ａ－０８６．０８８図） 

Ｋ－０３：室名サイン（一般室）の１、４

階の数量が下記の様に異なります。サイ

ンリストを正と考えて宜しいでしょう

か。御指示下さい。 

＊サインリスト：  １階 ５か所、４階 

４か所 

＊サインキープラン：１階 ４か所、４階 

３か所 

貴見のとおり。 

99 内部  （Ａ－０８６．０８７図） 

Ｋ－１０：ＢＹ室名サイン（シート）の１

～３階の数量が下記の様に異なります。

サインリストを正と考えて宜しいでしょ

うか。御指示下さい。 

＊サインリスト：  １階 ６９か所、２

階 ６０か所、３階 ８３か所 

＊サインキープラン：１階 ６８か所、２

階 ５９か所、３階 ８２か所 

貴見のとおり。 

100 内部  （Ａ－０７９．０９０図） 

Ｕ－０１：衝突防止の仕様、寸法が下記の

様に異なります。サイン詳細図を正と考

えて宜しいでしょうか。御指示下さい。 

＊建具特記：ステンレス φ３０ ＠６

００ 

＊サイン詳細図：塩ビシート貼 Ｗ１２

０×Ｈ８０ ＠３００ 

貴見のとおり。 

101 内部  （Ａ－０８６．０９２図．設計書Ｐ２６

９．２７２．２７３） 

サインリスト、サイン詳細図に既存改修

関係のサイン（ＫＫ－０１～０４）が有り

ますが、サインキープランに図示が見受

けられません。数量の振り分けは設計書

通り、下記の様に見込んで宜しいでしょ

うか。御指示下さい。 

＊本館改修（渡り廊下１・３取合）： 

ＫＫ－０１ ６か所、ＫＫ－０２ ２か

所、 

ＫＫ－０３ ９か所、ＫＫ－０４ ５か

所 

貴見のとおりで積算のこと。 
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NO 質問事項 質問内容 回  答 

＊北館改修：ＫＫ－０１ １か所、 

      ＫＫ－０３ ６か所、ＫＫ

－０４ ４か所 

102 内部  （Ａ－０１９．０７９図） 

鍵箱の本数、数量が下記の様に異なりま

す。仕上材料表を正と考えて宜しいでし

ょうか。御指示下さい。 

＊仕上材料表：２００組用（参考メーカ

ー・品番より） １か所 

＊建具特記：６０組用 ２か所 

貴見のとおり。 

103 内部  （Ａ－０６２図） 

３階車椅子ＷＣ（ＭＲＩ）に多目的シート

の図示が有りませんが、他車椅子ＷＣに

倣い、１か所見込んで宜しいでしょうか。

御指示下さい。 

不要である。 

104 内部  （Ａ－０６５．０６６．１０３図） 

雑詳細図で、Ｃ－２７：ＰＳ、空調機械室

階段（３階、４階）の指示が有りますが、

平面詳細図より４階、５階に読替えて宜

しいでしょうか。御指示下さい。 

貴見のとおり。 

105 内部  （Ａ－１０４．１８３～１８６図） 

昇降機詳細図で、ＥＶ１～７号機に煙感

知器用天井点検口の指示が有りますが、

雑詳細図の天井点検口リストの数量に含

むと考えて宜しいでしょうか。含まない

場合は、仕様、寸法を御指示下さい。 

含んでいる。 

106 内部  （Ａ－１０４．１１６図） 

小線源室詳細図で、天井点検口の図示が

有りますが、雑詳細図の天井点検口リス

トの数量に含むと考えて宜しいでしょう

か。異なる場合は、仕様を御指示下さい。 

含んでいる。 

107 内部  （Ａ－１０４．１２２図） 

位置決めＣＴ室詳細図で、天井点検口の

図示が有りますが、雑詳細図の天井点検

口リストの数量に含むと考えて宜しいで

しょうか。異なる場合は、仕様を御指示下

さい。 

含んでいる。 

108 内部  （Ａ－１０４．１２４図） 

手術室７（アンギオ）詳細図で、天井点検

口の図示が有りますが、雑詳細図の天井

含んでいる。 
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NO 質問事項 質問内容 回  答 

点検口リストの数量に含むと考えて宜し

いでしょうか。異なる場合は、仕様を御指

示下さい。 

109 内部  （Ａ－１０４．１３５図） 

放射線治療室 シールド詳細図で、天井

点検口の図示が有りますが、雑詳細図の

天井点検口リストの数量に含むと考えて

宜しいでしょうか。異なる場合は、仕様を

御指示下さい。 

含んでいる。 

110 内部  （Ａ－０７２．１０１図） 

５階男子ＷＣ１ 小便器上部の間接照明

ボックスは仕様が下記の様に異なりま

す。平面詳細図を正と考えて宜しいでし

ょうか。御指示下さい。 

＊平面詳細図：ＧＢ－Ｒ Ｔ１２．５ ＋ 

ＧＢ－ＮＣ Ｔ９．５ ＋ ＥＰ塗装（凡

例Ｃ－１７ａ） 

＊展開図：スチール Ｔ１．６ ＳＯＰ 

貴見のとおり。 

111 内部  （Ａ－０７２図．設計書Ｐ１７１） 

便所詳細図で、２階男子ＷＣ２、４階男子

ＷＣ（手術部門）、５階男子ＷＣ２、男子

ＷＣ３、女子ＷＣ３、男子ＷＣ４に隔て板

の図示が有りますが、高さが不明です。設

計書通り、下記の様に見込んで宜しいで

しょうか。御指示下さい。 

＊Ｈ２０００：４階男子ＷＣ（手術部門）、

５階男子ＷＣ２、男子ＷＣ３、女子ＷＣ

３、男子ＷＣ４ 

＊Ｈ２３００：２階男子ＷＣ２ 

貴見のとおりで積算のこと。 

112 内部  （Ａ－１００図．設計書Ｐ６４） 

設計書 木工事で、手洗器・洗髪流し用の

陶器取付用補強材は７５か所の記載が有

りますが、平面詳細図の凡例（Ｃ－２ｃ）

では４９か所しか見受けられません。平

面詳細図に凡例（Ｃ－２ｃ）の無い、手洗

い・洗髪流しにも同様の補強材が必要と

考えて、７５か所見込んで宜しいでしょ

うか。御指示下さい。 

貴見のとおりで積算のこと。 

113 内部  （Ａ－０９９．１００図．設計書Ｐ６４） 

設計書 木工事で、下記陶器取付用補強

材に耐水ラワン合板の記載が有ります

貴見のとおり。 
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NO 質問事項 質問内容 回  答 

が、雑詳細図には、仕様の記載が見受けら

れません。設計書通り、耐水ラワン合板を

適用すると考えて宜しいでしょうか。御

指示下さい。 

＊手洗器・洗髪流し（雑詳細図Ｃ－２ｃ） 

＊小便器（雑詳細図Ｃ－２ｄ） 

＊掃除用流し（雑詳細図Ｃ－２ｅ） 

＊洗面台（雑詳細図Ｂ－１） 

＊小便器手摺（雑詳細図Ｃ－１） 

＊大便器Ｌ型手摺（雑詳細図Ｃ－１） 

＊跳上式手摺（雑詳細図Ｃ－１） 

114 内部  （Ａ－１００図．設計書Ｐ６４） 

設計書に小便器手摺及び大便器Ｌ型手摺

補強材の寸法は記載が有りますが、雑詳

細図には記載が見受けられません。設計

書通り、下記寸法を見込んで宜しいでし

ょうか。御指示下さい。 

＊小便器手摺：２００×４００ 

＊大便器Ｌ型手摺：２００×（９００＋９

００） 

貴見のとおりで積算のこと。 

115 内部  （Ａ－０７４．０８５図．設計書Ｐ１７

３） 

A-085 建具詳細図(2)の樹脂製カーテンボ

ックスについて、下記不明点を御指示下

さい。 

①設置範囲が不明です。設計書より４階

病室に設置すると考えて宜しいでしょう

か。御指示下さい。 

②①が正の場合、病室のカーテンボック

スの仕様が下記の様に異なります。 

 A-085 建具詳細図(2)を正と考えて宜し

いでしょうか。御指示下さい。 

 ＊天井伏図：スチール Ｔ１．６ ＳＯ

Ｐ塗装 

 ＊建具詳細図：樹脂製 

③②が正の場合、設計書にカイダー・ベー

スボード工業の記載が有りますが、建具

詳細図には記載が見受けられません。 

 カイダー・ベースボード工業を適用す

ると考えて宜しいでしょうか。 

 御指示下さい。 

① 貴見のとおり。 

② 貴見のとおり。 

③ 採用ﾒｰｶｰは現場承諾事項とする。 

④ - 
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NO 質問事項 質問内容 回  答 

④③が正の場合、カーテンボックスはカ

ーテンレール一体型と考えて 

 宜しいでしょうか。御指示下さい。 

116 内部  （Ａ－０７９図．設計書Ｐ１７３） 

樹脂製サッシの額縁について、材質：サッ

シ同材 仕上：ＳＯＰの 

指示が有りますが、設計書 ユニット工

事より 

カイダー・ベースボード工業／サッシ枠 

Ｓ－７０同等と考え、 

ＳＯＰ塗装は不要と考えて宜しいでしょ

うか。御指示下さい。 

貴見のとおり。 

 

117 内部  （Ａ－０７３～０７５図．設計書Ｐ８３） 

設計書 金属工事で、一般室ブラインド

ボックス、２階廊下４・５ブラインドボッ

クスの記載が有りますが、天井伏図では

カーテンボックスと異なります。一般室、

２階廊下４・５はカーテンボックスと考

えて宜しいでしょうか。御指示下さい。 

貴見のとおり。 

 

118 内部  （Ａ－０６３．０６５．０７４．０７５図） 

４階受付、５階プレイルームのブライン

ドボックスの厚みが下記の様に異なりま

す。平面詳細図を正と考えて宜しいでし

ょうか。御指示下さい。 

＊平面詳細図：Ｔ１．２ 

＊天井伏図：Ｔ１．６ 

貴見のとおり。 

 

119 内部  （Ａ－０７４図） 

天井伏図で、４階倉庫にカーテンボック

スの図示が有りますが、片開き戸（ＳＤ－

１ｅ）部分に設置の為、カーテンボックス

は不要と考えて宜しいでしょうか。御指

示下さい。 

必要とする。 

120 内部  （Ａ－１０２図．設計書Ｐ８７．８８） 

設計書 金属工事に、１階救急車寄 排

水ピット蓋、排水桝蓋：重荷重用の記載が

有りますが、雑詳細図では重荷重用の記

載が見受けられません。重荷重用を適用

すると考えて宜しいでしょうか。御指示

下さい。 

貴見のとおり。 

 

121 内部  （Ａ－１０２図．設計書Ｐ８８） ｶﾈｿｳ 細目ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ QXB T2 を参考ﾒｰｶｰと
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NO 質問事項 質問内容 回  答 

設計書 金属工事に、１階廃棄物庫 排

水ピット蓋：カネソウ 細目ノンスリッ

プ ＱＸＢ Ｔ２同等の記載が有ります

が、雑詳細図では参考メーカー・品番の記

載が見受けられません。カネソウ 細目

ノンスリップ ＱＸＢ Ｔ２同等を適用

すると考えて宜しいでしょうか。御指示

下さい。 

し、採用ﾒｰｶｰは現場承諾事項とする。 

 

122 内部  （Ａ－００６．０４９．０５０．０５２～

５６図） 

特記仕様書で、エキスパンションの耐火

性能は有り（図示）と有りますが、渡り廊

下の内部カバーは、耐火性能（耐火帯）の

有無が不明確です。渡り廊下詳細図より

床のみ耐火性能（耐火帯）有り、壁・天井

は耐火性能（耐火帯）無しと考えて宜しい

でしょうか。御指示下さい。 

設計書に記載のとおり、渡り廊下内部の

壁・天井も耐火性能（耐火帯）有りとする。 

 

123 内部  （設計書Ｐ８９～９２） 

上記質疑で、設計書に渡り廊下のＥＸＰ．

Ｊカバーは１時間耐火と有りますが、図

面に記載が見受けられません。１時間耐

火を適用すると考えて宜しいでしょう

か。御指示下さい。 

貴見のとおり。 

ただし、２階床については２時間耐火を

求められることから、契約後に受注者と

協議する。 

 

124 建具 建 具 の 寸

法 に つ い

て 

(A-030.080 図) 

ＡＷ－１１ａのＨ寸法について、 

建具形状はＨ３５７５（３４７５＋１０

０）、西側立面図 該当建具（５階 Ｙ３通

り）はＨ４８７０と異なっています。立面

図を正と考えて宜しいですか。 

積算上は H3575 とし、契約後に受注者と

協議する。 

 

125 建具 ガ ラ ス 仕

様 に つ い

て 

(A-080 図) 

建具表 ＡＷ－２７ｂ 備考欄に「腰部ガ

ラス：Ｔ５＋Ａ１２＋Ｆ５」とあります

が、防火設備の為 ＦＷ６．８＋Ａ１２＋

Ｔ５と読み替えて宜しいですか。 

積算上は T5+A12+F5 とし、契約後に受注

者と協議する。 

 

126 建具 網 戸 に つ

いて 

(A-079.080 図) 

建具特記 ②アルミニウム製建具 ３）ａ

網戸に「はめ殺しを除く全ての窓に設け、

開き窓等の場合は内開き網戸とする」と

ありますが、網戸の設置は下記の様に考

えて宜しいですか。 

①ＡＷ－４他 換気・排煙サッシュ部：内

① 貴見のとおり。 

② 貴見のとおり。 

③ 網戸は必要とし積算のこと。 
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NO 質問事項 質問内容 回  答 

開き網戸を設置 

②ＡＷ－２９（ハッチ扉）：搬入用ハッチ

扉（常時閉鎖）の為 網戸は不要 

③ＡＷ－３０．３１．３２．３５：人が出

入りする扉(常時閉鎖)の為 網戸は不要 

127 建具  (A-080 図) 

建具特記のｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具欄に、網戸は嵌

め殺しを除く全ての窓に設けると御座い

ます。AW-31b･AW-35a は両開き･片開き扉

の為、網戸は不要と考えてよろしいでし

ょうか。ご指示下さい。 

必要とし積算のこと。 

128 建具 Ａ Ｗ 外 額

縁 に つ い

て 

(A-084 図) 

ＡＷ詳細図 外部側３方外額縁（Ｗ４８）

の仕様が不明です。御指示下さい。 

ｱﾙﾐ押出形材・B-2 種とする。 

129 建具 建 具 の 形

状 に つ い

て 

(A-080 図) 

ＡＷ－８の形状について、姿図はａ．ｂ．

ｃ共 すべり出し付ＦＩＸ窓、ガラス仕様

の記載ではａ．ｂ．：ＦＩＸガラス、ｃ：

すべり出しと異なっています。ガラス仕

様を正とし、ＡＷ－８ａ．ｂは３段ＦＩＸ

窓、ＡＷ－８ｃはすべり出し付ＦＩＸ窓

と考えて宜しいですか。 

貴見のとおり。 

130 建具  (A-080 図) 

建具表ではAW-28aのみ記載が御座います

が、建具表姿図では AW-28a と AW-28b が

あります。AW-28b は不要と考えてよろし

いでしょうか。ご指示下さい。 

貴見のとおり。 

 

131 建具  (A-080 図) 

建具表姿図では AW-40a と AW-40b があり

ますが、建具表には AW-40a･AW-40c･AW-

40dが記載されております。姿図のAW-40b

は AW-40c･AW-40d が該当するものと考え

てよろしいでしょうか。ご指示下さい。 

貴見のとおり。 

 

132 建具  (A-079･084 図) 

AW の膳板について、建具特記のｱﾙﾐﾆｳﾑ製

建具欄には足がかりとなる高さの膳板は

ｽﾁｰﾙ 厚 2.3 曲げ加工 と御座いますが、

建具詳細図(1)では膳板部分はｽﾃﾝﾚｽ 厚

1.5 とあり、相違しております。AW の膳

板部分は建具詳細図(1)を正とし、ｽﾃﾝﾚｽ

貴見のとおり。 
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NO 質問事項 質問内容 回  答 

製と考えてよろしいでしょうか。ご指示

下さい。 

133 建具 建 具 の 数

量 に つ い

て 

(A-077.078.082.083 図) 

下記建具の数量が建具表と建具キープラ

ンで異なっております。建具キープラン

を正と考えて宜しいですか。 

      （建具表）（建具キープラン） 

・ＳＤ－７１ｃ：  ２    １ 

・ＬＨＤ－３ｂ：  ４    ３ 

建具表を正とする。 

134 建具 建 具 形 状

について 

(A-061.081 図) 

ＮＨＤ－１０ｂの形状について、 

建具表 形状は２枚片引き、３階平面詳細

図（前室４）は２枚引分と異なっていま

す。 平面詳細図を正と考えて宜しいです

か。 

貴見のとおり。また、A-081 建具表(2)に

おける NHD-10a と NHD-10b の形状を入れ

替えるものとする。 

135 建具 ス チ ー ル

製 建 具 の

防 火 性 能

について 

(A-078.082 図) 

ＳＤ－２０ｄ－１（機械室２）ＳＤ－２０

ｄ－２（電気室）について、６階建具キー

プランは防火設備（法規凡例○）とありま

すが 防火区画上にあることから 特定防

火設備と読み替えて宜しいですか。 

建具表を正とし、SD-20d-1（機械室２）・

SD-20d-2（電気室）共、特定防火設備（常

時閉鎖式）とする。 

136 建具 ス チ ー ル

製 建 具 の

防 火 性 能

について 

(A-078.082 図) 

ＳＤ－２０ｄ－３（機械室２）の防火性能

について、建具表は特定防火設備、６階建

具キープランは防火性能無しと異なって

います。建具キープランを正と考えて宜

しいですか。 

建具表を正とする。 

137 建具 扉 内 ロ ッ

ク ウ ー ル

の 充 填 密

度 に つ い

て 

(A-079.082.083 図) 

建具特記 ④鋼製建具 ４）その他 ｅに

「建具表にてＴ（ＡＴ）とあるものは戸内

部にロックウール１５０ｋｇ／ｍ３充

填」とありますが、建具表にてｔ（ＳＡＴ）

とあり備考欄にロックウール充填とある

建具（ＳＤ－１ｈ．ＬＤ－１ｂ他）につい

てもロックウールの充填密度は１５０ｋ

ｇ／ｍ３と考えて宜しいですか。 

貴見のとおり。 
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NO 質問事項 質問内容 回  答 

138 建具 扉 内 ロ ッ

ク ウ ー ル

の 充 填 に

ついて 

(A-082.083 図) 

下記建具は遮音扉ではありませんが、建

具表備考欄にロックウール充填とあるこ

とからにロックウール充填１５０ｋｇ／

ｍ３と考えて宜しいですか。 

・ＳＤ－１０ｅ  

・ＬＤ－２ｃ、ＬＤ－４ｂ、ＬＤ－５ｂ、

ＬＤ－２１ｄ、ＬＤ－２１ｆ 

 ＬＤ－２１ｇ、ＬＤ－２１ｊ、ＬＤ－２

１ｍ、ＬＤ－３１ａ 

・ＬＨＤ－３ａ、ＬＨＤ－３ｂ、ＬＨＤ－

３ｄ、ＬＨＤ－６ａ、ＬＨＤ－２５ａ 

貴見のとおり。 

139 建具 軽 量 ス チ

ー ル 製 建

具 の 枠 仕

上 に つ い

て 

(A-083 図) 

軽量スチール建具の枠は扉同仕上げ（Ａ

ＥＢ：アクリル樹脂エナメル焼付塗装）と

考えて宜しいですか。 

貴見のとおり。 

140 建具 操 作 窓 の

四 方 枠 に

ついて 

(A-140.156 図) 

ＸＷ 操作窓の操作室側四方枠の工事区

分が A-140 ＯＰ室共通仕様書は手術室内

装工事、手術室器具図は建築工事と異な

ります。ＯＰ室共通仕様書を正と考えて

宜しいですか。 

A-156 手術室器具図(1)を正とする。 

141 建具  (A-076 図) 

1階 X5～Y6通り間の前室3内の EV7脇 PS

の建具に建具記号がありません。SD-50a

と考えてよろしいでしょうか。ご指示下

さい。 

EV7 脇 PS の建具は積算上は不要とし、契

約後に受注者と協議する。 

 

142 建具  (A-116 図) 

小線源室の入り口に引戸があるように思

われますが、建具表がありません。別途工

事と考えてよろしいでしょうか。本工事

の場合は建具の詳細をご指示下さい。 

小線源室入口の引戸は積算上は不要と

し、契約後に受注者と協議する。 

 

143 建具  (A-081～083 図) 

建具表にてｽﾁｰﾙ･軽量ｽﾁｰﾙ･ｽﾃﾝﾚｽ製建具

の D寸法が 40と御座いますが、これは扉

見込寸法とし、枠見込寸法は壁厚よりい

ずれも130と考えてよろしいでしょうか。

ご指示下さい。 

A-079 / 1 一般共通事項 / 17)その他 / 

e による。 

144 建具  (A-082 図) 貴見のとおり。 
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NO 質問事項 質問内容 回  答 

建具表の SD-20r･20s についてﾀｲﾙ貼りと

御座いますが、ﾀｲﾙ貼りは外部側の扉の片

面のみとし、もう片面及び枠は FU塗装と

考えてよろしいでしょうか。又、扉面のﾀ

ｲﾙ貼りの納まりを併せてご指示下さい。 

扉面のﾀｲﾙ貼りの納まりは、磁器質ﾀｲﾙ 45

二丁 弾性接着剤貼り、四方ｽﾃﾝﾚｽ FB-6 HL

とする。 

145 建具  (A-081 図) 

建具表にて SS-1a～3a の枠形状欄に SUS-

FB と御座いますが、ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙが該当する

ものと考えてよろしいでしょうか。ご指

示下さい。 

ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ及びﾏｸﾞｻが該当する。 

146 建具  (A-081 図) 

ｼｬｯﾀｰ廻りの仕様について、下記の通りに

考えてよろしいでしょうか。ご指示下さ

い。 

■ﾏｸﾞｻ･座板:ｽﾃﾝﾚｽ製 HL 仕上 

■開口三方枠:ｽﾃﾝﾚｽ製 厚 1.5 200×25 

HL 仕上 

ﾏｸﾞｻ：ｽﾃﾝﾚｽ FB HL 仕上 

座板：ｽﾃﾝﾚｽ製 HL 仕上 

開口三方枠：なし 

147 建具  （Ａ－０８２図） 

建具表ＳＤ－３０ｂにＦ：フロートガラ

ス ｔ＝６の指示が有りますが、１Ｆ前

室は特定防火設備の為、Ｔ２：耐熱ガラス

（ファイアライト）ｔ＝８に読替えて宜

しいでしょうか。御指示下さい。 

積算上はﾌﾛｰﾄｶﾞﾗｽ t=6 とし、契約後に受

注者と協議する。 

 

148 建具  （Ａ－０８３．０７８図） 

建具表ＬＤ－３２ｂ 備考に下記の指示

が有りますが、 

建具キープランに特定防火設備の凡例が

有りません。 

建具キープランを正と考えて宜しいでし

ょうか。御指示下さい。 

＊５Ｆ：廊下２（特定防火設備） ＊ガラ

ス Ｔ２ ｔ＝８ 

貴見のとおり。 

 

149 建具  （Ａ－０８３図） 

建具表ＬＨＤ－１ｂ 備考に下記の指示

が有りますが、 

形状にガラスの指示が有りません。 

ガラスは不要と考えて宜しいでしょう

か。必要な場合は、ガラスの寸法を御指示

下さい。 

＊３Ｆ：操作室（特定防火設備） ＊ガラ

ス Ｔ２ ｔ＝８ 

不要とする。 
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NO 質問事項 質問内容 回  答 

150 建具  （Ａ－０８３．０７７．０６１図） 

建具表ＬＤ－５ａ 備考に下記の指示が

有りますが、 

建具キープランに特定防火設備の指示が

有りません。 

平面詳細図より耐火間仕切に設置の為、

特定防火設備を正と考えて 

宜しいでしょうか。御指示下さい。 

＊３Ｆ：ＢＣＲ前室（手術）（特定防火設

備） ＊ガラス Ｔ２ ｔ＝８ 

特定防火設備ではない。 

 

151 建具  （Ａ－０８１図） 

建具表ＳＳ－１ａ 備考に防火防煙シー

トシャッターの指示が有りますが、仕上：

ＳＯＰより、スラットはスチール製 Ｓ

ＯＰ塗装と考えて 

宜しいでしょうか。御指示下さい。 

仕上「SOP」を誤記とし、防火防煙シート

シャッターとする。 

152 建具  （Ａ－０８３図） 

建具表ＡＷ－Ｋ５ 形状に耐火ボードの

図示が有りますが、１Ｆ前室の天井高は

ＣＨ＝３９７６の為、耐火ボードは不要

と考えて宜しいでしょうか。御指示下さ

い。 

必要とする。 

153 建具  （Ａ－０７９図） 

建具特記の自動ドア開閉装置に巻き込ま

れ防止柵の記載が有りますが、図示が見

受けられません。不要と考えて宜しいで

しょうか。必要な場合は、該当建具を御指

示下さい。 

不要とする。 

154 建具  （Ａ－１８４図） 

昇降機詳細図で、４、５号機にカゴ戸閉点

検口：Ｗ１８００×Ｈ３７０以上の図示

が有りますが、仕様が不明です。スチール 

ＳＯＰ塗装と考えて宜しいでしょうか。

御指示下さい。 

カゴ戸閉点検口は積算上は不要とし、契

約後に受注者と協議する。 

 

155 

 

建具 錠 種 別 に

ついて 

(A-079～083 図) 

建具表 錠欄の凡例と建具特記 錠の種類

（ ⑧建具用金物 ４．錠）は下記の様に種

別して宜しいですか。 

 （建具表 錠凡例）（建具特記 錠種別） 

・Ｘ（電気錠） 電気錠 ＡＵシリーズ 

・Ｙ（ｶｰﾄﾞﾛｯｸ） ｶｰﾄﾞﾛｯｸ ＭＣ２０ 

開戸又は引戸に応じた電気錠・ｶｰﾄﾞﾛｯｸを

積算に見込むこと。 
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NO 質問事項 質問内容 回  答 

156 建具 テ ン キ ー

ロ ッ ク に

ついて 

(A-079.082.083 図) 

ＳＤ－１０ｃ他、備考欄にテンキーとあ

る建具の錠は、建具特記 錠の種類（ ⑧建

具用金物 ４．錠）のランダムテンキーロ

ック（ＴＫ４Ｌ）と考えて宜しいですか。 

貴見のとおり。 

157 建具 電 気 錠 の

工 事 区 分

について 

(A-011.079 図) 

電気錠及びカードキーシステムの工事区

分について下記不明点を御指示下さい。 

①電気錠の工事区分が工事区分表は設備

工事、建具特記（⑧建具用金物 ４－ｃ電

気錠）は建築工事と異なっています。電気

錠関連の工事区分は A-079 建具特記を正

と考えて宜しいですか。 

②カードキーシステムは工事区分表より

設備工事と考えて宜しいですか。 

③カードキーシステム用のカードキーに

ついても設備工事と考えて宜しいです

か。建築工事の場合は枚数を御指示下さ

い。 

① 貴見のとおり。 

② 貴見のとおり。ｶｰﾄﾞｷｰｼｽﾃﾑに用いる電

気錠の工事区分は①による。 

③ 設備工事とする。 

158 建具 ガ ラ リ 関

連 の 工 事

区 分 に つ

いて 

(A-079 図) 

ガラリ関連の工事区分は下記の様に考え

て宜しいですか。 

①防火ガラリのＦＤ：設備工事 

②チャンバーボックス：設備工事 

③チャンバー接続ボックス：建築工事 

④ガラリ裏 目隠しプレート：建築工事 

また、①防火ガラリのＦＤ、②チャンバー

ボックスが建築工事の場合は、仕様詳細

を御指示下さい。 

① 貴見のとおり。 

② 貴見のとおり。ただし AG-6a のﾁｬﾝﾊﾞ

ｰﾎﾞｯｸｽは建築工事とする。 

③ 貴見のとおり。 

④ 貴見のとおり。 

159 建具  （Ａ－０７９．８１図） 

アルミ製ガラリ裏のチャンバーボックス

の設置範囲が下記の図で異なります。 

建具特記を正と考えて宜しいでしょう

か。御指示下さい。 

＊建具特記：外部に面するガラリ 

＊建具表（２）：ＡＧ－６ａのみ 

ﾁｬﾝﾊﾞｰ接続ﾎﾞｯｸｽ：建築工事(外部に面す

る全てのｶﾞﾗﾘに設置) 

ﾁｬﾝﾊﾞｰﾎﾞｯｸｽ：別途工事(ただし AG-6a の

み建築工事で設置) 

160 建具 ﾁｬ ﾝ ﾊ ﾞ ｰ接

続ﾎﾞｯｸｽ及

び 目 隠 し

ﾌﾟﾚｰﾄにつ

いて 

(A-081 図) 

ＡＧ１～５について、納まりの詳細が無

く チャンバー接続ボックス及び目隠し

プレートの有無が不明です。 必要な場合

は寸法・詳細を御指示下さい。 

チャンバー接続ボックス及び目隠しプレ

ートが必要。詳細は A-084 / AW ｶﾞﾗﾘ部詳

細図による。 
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NO 質問事項 質問内容 回  答 

161 建具 チ ャ ン バ

ー 接 続 ボ

ッ ク ス に

ついて 

(A-081 図) 

ＡＧ－６ａの備考欄にチャンバーボック

ス付とありますが、チャンバー接続ボッ

クスの寸法が不明です。ガラリ寸法（Ｗ５

００×Ｈ５００）×奥行Ｄ５３４．５程度

と考えて宜しいですか。 

貴見のとおり。 

162 建具  (A-079 図) 

建具特記仕様書のｶﾞﾗｽ欄に飛散防止ﾌｨﾙﾑ

と半透明ﾌｨﾙﾑの記載がありますが、飛散

防止ﾌｨﾙﾑ範囲以外のすべてのｶﾞﾗｽに半透

明ﾌｨﾙﾑが必要と考えてよろしいでしょう

か。ご指示下さい。 

A-079 / 14 ｶﾞﾗｽ / 3)ﾌｨﾙﾑ / e 及び 4)そ

の他 / a に記載のとおりに設置のこと。 

163 建具  （Ａ－０７９図） 

建具特記、⑭ｶﾞﾗｽ 3）ﾌｨﾙﾑ貼りの範囲が不

明です。外部ｻｯｼの腰下部分のｶﾞﾗｽは全て

半透明のﾌｨﾙﾑを貼るとされています。外

部ｻｯｼの腰下部分がどの部位を指すか不

明です。大型の床からのｶﾞﾗｽも腰までﾌｨﾙ

ﾑを貼るのか腰無目枠がある建具の場合

か不明です。腰高さも合わせてご指示下

さい。 

掃出ｻｯｼのうち、腰無目がある場合は腰無

目より下の範囲、腰無目がない場合は天

井無目より下の範囲をいう。 

164 昇 降

機 

 (A-002･181 図) 

図面A-002 『建築特記仕様書（ 1 ） 』

においてⅡ項 仕様に[国土交通省大臣官

房官庁営繕部公共建築工事標準仕様書

（建築工事編）（平成2 5 年版）]を適

用する旨、記載があります。[公共建築

工事標準仕様書（機械設備工事編）平成

25 年版]を適用するに当たり、A-181

『昇降機仕様書』01，02 号機のかご室

仕様に記載のある壁・出入口上板・かご

戸化粧鋼板はメーカー標準にて積算させ

て頂いてよろしいでしょうか。 

【化粧鋼板材質について】 

公共建築工事標準仕様書（機械設備工事

編）平成25 年度版 

第1 章第2 節 

2.2.2.3 かご室及び2.2.2.4 かごの戸 

JIS G 3131（熱間圧延軟鋼板及び鋼帯） 

JIS G 3141（冷間圧延鋼板及び鋼帯） 

JIS G 3313（電気亜鉛めっき鋼板及び鋼

本工事には公共建築工事標準仕様書（機

械設備工事編）は適用しないため、メーカ

ー標準にて積算して支障ない。 
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NO 質問事項 質問内容 回  答 

帯） 

メーカー標準の化粧鋼板材質 

JIS G 3302（電気亜鉛めっき鋼板） 

本材料は標準仕様書指定の材質と同程度

の強度があるとメーカーが見解を出して

おります。 

165 昇 降

機 

 

 

 (Ａ－１８１～１８７図) 

エレベーター図の仕様（シャフト寸法・扉

寸法、捜査盤）が、エレベーター製作会社

1社特有の寸法仕様となっています。国内

エレベーター製作会社の同等仕様にて、

変更可能と考えて宜しいでしょうか。御

指示下さい。     

ｼｬﾌﾄ寸法は A-182～186 に記載の「○○ま

で可」の寸法により複数社対応している。 

扉寸法は図面以上であれば同等とする。 

166 昇 降

機 

 （Ａ－０１０．１８３～１８６図） 

ＥＶ１～７号機ピット タラップの工事

区分が下記の様に異なります。昇降機詳

細図を正と考えて宜しいでしょうか。工

事区分が正の場合は、仕様詳細を御指示

下さい。 

＊工事区分表：建築工事 

＊昇降機詳細図：ＥＶ工事 

昇降機詳細図を正とする。 

167 昇 降

機 

 (A-187 図) 

図面 A-187『昇降機詳細図(6)』の仕様要

綱 

① カゴ・出シ入レ口方向 カゴ貫通 2方

向とありますが平面図(建築意匠・昇

降機詳細図)では一方向出入口となっ

ております。一方向出入口にて積算さ

せて頂いてよろしいでしょうか。 

② 法的に不要と思われる為、遮煙機能

付→遮煙機能ナシ(平 12 建告第 1360

号仕様)にて積算させて頂いてもよ

ろしいでしょうか。 

① 貴見のとおり。 

② 遮煙機能付とする(法的に必要)。 

なお、設計書の昇降機 08号機(小荷物

専用昇降機)の項目に監視盤(自立式)

を見込むこと。 

168 外構 凡 例 １ ２

の 範 囲 に

ついて 

（A-189.191） 

外構詳細図（１）に、凡例１２の擁壁撤去

が有りますが、外構撤去図に、範囲の記載

が有りません。範囲を御指示下さい。 

A-189 のﾍﾘﾎﾟｰﾄﾏｰｸの北側植栽帯に有り。 

169 外構  (A-190 図) 

敷地南東側にｾﾞﾌﾞﾗｿﾞｰﾝ､横断歩道が御座

いますが工事範囲内のみの一部分のみ新

設と考えてよろしいでしょうか。ご指示

貴見のとおり。 
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NO 質問事項 質問内容 回  答 

下さい｡ 

170 外構  (A-189･191 図) 

外構詳細図(1)より凡例4の縁石撤去の記

載が御座いますが外構撤去図より凡例 4

の記載が御座いません凡例 4 の縁石撤去

は今回工事には不要と考えてよろしいで

しょうか。ご指示下さい｡ 

貴見のとおり。 

 

171 外構  （Ａ－１９０図．参考設計書Ｐ２０６） 

設計書 外構－１にすきとり（Ｈ３００

程度）の記載が有りますが、外構平面図に

舗装仕上レベルが見受けられません。舗

装仕上レベルが判る資料を御提示下さ

い。 

A-190 に記載のレベル表記が舗装仕上ﾚﾍﾞ

ﾙを示す。 

172 外構  (Ａ－１９０．１９１図．設計書Ｐ２０６） 

設計書 外構－１に凡例０１：街渠（基礎

コンクリート幅９６０）の記載が有りま

すが、外構平面図、外構詳細図に見受けら

れません。設置範囲を御指示下さい。 

A-190 の凡例 A 自動車駐車場ｹﾞｰﾄの北側

の街渠幅広部分を指す。 

173 外構  （Ａ－１８９図．設計書Ｐ１９６） 

設計書 外構－１にトラフィックペイン

ト消去３５．２ｍの記載が有りますが、外

構撤去図に見受けられません。消去の範

囲を御指示下さい。 

A-190 の PET ｾﾝﾀｰ西側の、35 ｾﾞﾌﾞﾗｿﾞｰﾝ、

及び 35 横断歩道の一点鎖線内とする。 

174 外構  （Ａ－190．192 図．設計書Ｐ２１５） 

設計書 外構－１に凡例３７：出入口ス

テップ（現場打ちコンクリート階段）の記

載が有りますが、外構平面図、外構詳細図

に見受けられません。不要と考えて宜し

いでしょうか。御指示下さい。 

A-190 及び A-192 の凡例 37 に記載のとお

り。 

175 外構  （Ａ－１９２図） 

凡例３８：自立サイン（１２００×６０

０）の基礎の詳細が不明です。既製独立基

礎と考えて宜しいでしょうか。御指示下

さい。 

貴見のとおり。 

 

176 外構  （Ａ－１９２図） 

凡例３８：自立サイン（４５０×２００

０）の基礎の詳細が不明です。下記を御指

示下さい。 

①奥行寸法 

②配筋 

基礎共一時撤去・再使用のため、詳細は不

要と考える。 



 
 

- 31 - 
 

NO 質問事項 質問内容 回  答 

177 既 存

改修 

仕 上 げ の

仕 様 に つ

いて 

(A-198) 

守衛室の改修について、改修後の仕上の

仕様が不明です。下記のように考えて宜

しいですか。 

①ビニル床シート → ビニル床シートＡ 

②ビニル床タイル → ビニル床タイルＡ 

③ビニル巾木、化粧石膏ボード、岩綿吸音

板 → 先端医学棟に倣う 

① 貴見のとおり。 

② 貴見のとおり。 

③ 貴見のとおり。 

178 既 存

改修 

天 井 イ ン

サ ー ト に

ついて 

(A-198) 

守衛室の改修について、既存のインサー

トは再利用すると考えて宜しいですか。 

貴見のとおり。 

179 既 存

改修 

改 修 内 容

の 詳 細 に

ついて 

(A-049～056) 

各渡り廊下との接続部の改修において、

内部の既存仕上、改修後の仕上、改修範囲

などの詳細が不明です。御指示下さい。 

既存仕上・改修後仕上は設計書の既存改

修の細目による。改修範囲は、A-051 / 本

館既存平面図等に記載のとおり、撤去部

より１ｍの範囲。 

180 既 存

改修 

 (A-049～051 図) 

1 階待合ﾎｰﾙの改修が撤去部より 1ｍの範

囲を仕上撤去新設とありますが、既存及

び改修後の床・壁・天井の仕上及び下地

(ﾎﾞｰﾄﾞ･LGS)の仕様をご指示下さい。 

既存下地仕上、改修後下地仕上は設計書

の既存改修の細目による。 

181 既 存

改修 

 (A-049～051 図) 

2･3 階廊下の改修後壁仕上が不明です。壁

仕上をご指示下さい。 

既存下地仕上、改修後下地仕上は設計書

の既存改修の細目による。 

182 既 存

改修 

 (A-049 図) 

3 階前室の鋼製建具撤去後の改修で取合

補修とありますが、既存床･巾木･壁･天井

の補修範囲及び既存床･巾木･壁･天井の

仕上をご指示下さい。 

補修範囲は１ｍとする。 

既存下地仕上、改修後下地仕上は設計書

の既存改修の細目による。 

183 既 存

改修 

 (A-054 図) 

渡り廊下3取合 既存本館棟2階廊下の撤

去範囲 1ｍの改修範囲の床･巾木:仕上、

壁･天井:仕上及び下地材をご指示下さ

い。 

既存下地仕上、改修後下地仕上は設計書

の既存改修の細目による。 

184 既 存

改修 

 (A-052･053 図) 

下記部屋の撤去周囲 1ｍの改修範囲の床･

巾木:仕上、壁･天井:仕上及び下地材をご

指示下さい。 

■1階救急ﾎｰﾙ 

■2 階救急前室 

■3階救急前室 

既存下地仕上、改修後下地仕上は設計書

の既存改修の細目による。 



 
 

- 32 - 
 

NO 質問事項 質問内容 回  答 

185 既 存

改修 

 (A-056 図) 

渡り廊下 4 取合 既存廊下の撤去範囲 1ｍ

の改修範囲の床･巾木:仕上、壁･天井:仕

上及び下地材をご指示下さい。 

既存下地仕上、改修後下地仕上は設計書

の既存改修の細目による。 

186 既 存

改修 

 (A-051～053 図) 

渡り廊下 2詳細図(1)にて、循環器ｾﾝﾀｰ 2･

3 階に腰壁(RC)H=140 撤去とあり、循環器

ｾﾝﾀｰ既存断面図でも表記が御座います。

左記より渡り廊下1詳細図(3)の本館既存

断面図にて 1 階に循環器ｾﾝﾀｰ既存断面図

と同様な立上りが見受けられますので、

本館側にも腰壁(RC)H=140 の撤去が発生

すると考えてよろしいでしょうか。ご指

示下さい。 

本館1階 前室のRC立上りは撤去しない。 

187 既 存

改修 

 (A-053 図) 

既存断面図にｱﾙﾐ製庇撤去とありますが、

W6600×D500 と考えてよろしいでしょう

か。ご指示下さい。 

貴見のとおり。 

 

188 既 存

改修 

 (Ａ－０５３図) 

渡り廊下２詳細図(２)既存断面図 Z２、

アルミ庇撤去の記載有りますが、 

撤去Ｗ寸法が不明です。御指示下さい。                                                        

W6,600。 

189 既 存

改修 

 (設計書 No249･250) 

防水改修工事にたて樋切り回し部の数量

が撤去・改修共ありますが、図面上には記

載がありません。設計書と同数量必要と

考えてよろしいいでしょうか。 

ご指示下さい。 

貴見のとおり。 

 

190 既 存

改修 

 (設計書 No252･255) 

外壁改修工事に配管架台･配管ﾗｯｸ撤去跡

のはつり及び補修の項目がありますが、

図面上には記載がありません。設計書と

同数量必要と考えてよろしいいでしょう

か。ご指示下さい。 

貴見のとおり。 

A-193 に記載有り。 

191 既 存

改修 

 (設計書 No266～269) 

設計書の渡り廊下 1･3 取合改修の下記項

目の施工範囲が図面では不明です。範囲

を御指示願います。 

①軽量鉄骨天井下地 19 形 ふところ 1.5

ｍ未満 @360 

① 本館 1 階 待合ﾎｰﾙ 天井 

② 本館 2・3階 廊下 

③ 本館 1 階 ﾓﾆﾀｰｺｰﾅｰ 既存窓塞ぎ(「4

階廊下 2外側」は誤記) 
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②壁面保護材 H=800 

③4 階廊下 2外側 耐火間仕切壁 

192 既 存

改修 

 (設計書 No272) 

設計書の北館改修の下記項目の施工範囲

が図面では不明です。範囲を御指示願い

ます。 

■ﾋﾞﾆﾙ巾木 高さ 60 

北館 中央ﾎｰﾙ内が施工範囲である。 

193 既 存

改修 

 （設計書Ｐ２５２） 

設計書 本館改修（外壁改修）に、手摺撤

去：ステンレス製 Ｈ８００ 集積共 

手摺：径３８ 支柱：ＦＢ－５×３０ ＠

９００の記載が有りますが、渡り廊下1詳

細図(3)には手摺詳細の記載が見受けら

れません。設計書の仕様を適用すると考

えて宜しいでしょうか。御指示下さい。 

貴見のとおり。 

 

194 特 高

変 電

設備 

防 音 パ ネ

ルの 

施 工 範 囲

について 

 

(A-403 図) 

防音パネル：デュラカームＢＰ－１００

Ｇの施工範囲が、平面図では四隅部分（Ｗ

２５００＋Ｗ２０００）のみ。Ｂ－Ｂ断面

図では四隅以外の範囲も防音パネル：デ

ュラカームＢＰ－１００Ｇの記載があり

ます。 

防音パネル：デュラカームＢＰ－１００

Ｇは、新設特高受電室 外周全てに必要と

考えて宜しいですか。 

４面すべて防音パネル(デュラカームＢ

Ｐ－１００Ｇ同等品)とする。 

195 特 高

変 電

設備 

地 中 埋 設

管の 

仕 様 に つ

いて 

(A-403 図) 

排水溝～既存雨水桝まで接続する、地中

埋設管の仕様 及び、サイズを御指示下さ

い。 

地中埋設管は積算上は不要とし、契約後

に受注者と協議する。 

 

196 特 高

変 電

設備 

 (Ａ－４０３図) 

特高変電設排水溝、既存雨水桝に接続の

記載有りますが、排水管の仕様が不明で

す。ＶＰ管と考えて宜しいでしょうか。御

指示下さい。 

197 特 高

変 電

設備 

カ ル バ ー

ト の 仕 上

について 

(A-403) 

新設カルバートの天端部分の仕上は、コ

ンクリート金鏝押え 素地と考えて宜し

いですか。 

貴見のとおり。 

198 特 高

変 電

配 線 ピ ッ

ト 内 の 仕

特高変電設備のケーブル架台を設置する

配線ピット内の仕上が不明です。コンク

貴見のとおり。 
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NO 質問事項 質問内容 回  答 

設備 上 に つ い

て 

リート素地と考えて宜しいでですか。 

199 特 高

変 電

設備 

釜 場 の 仕

上 に つ い

て 

(A-403 図) 

配線ピット内の釜場の仕上はコンクリー

ト素地と考えて宜しいですか。 

貴見のとおり。 

 

200 特 高

変 電

設備 

新 設 カ ル

バ ー ト 内

の 仕 上 に

ついて 

新設カルバート内の仕上が不明です。コ

ンクリート素地と考えて宜しいですか。 

貴見のとおり。 

201 特 高

変 電

設備 

 (A-403 図) 

嵩上げｺﾝｸﾘｰﾄ内にはﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ 6φ 100×

100 が必要と考えてよろしいでしょうか。

ご指示下さい。 

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭは積算上は不要とし、契約後に

受注者と協議する。 

 

202 特 高

変 電

設備 

 (Ａ－４０３図) 

特高変電設備床、嵩上コンクリートの図

示ですが、溶接金網φ６－１００×１０

０が必要と考えて宜しいでしょうか。御

指示下さい。 

203 特 高

変 電

設備 

 (設計書 No285) 

鉄筋工事 外部仕上に-異形鉄筋 SD295A 

D13 1.3ｔが計上されていますが、鉄筋の

か所をご指示下さい。 

設備基礎の鉄筋。 

204 特 高

変 電

設備 

 (Ａ－４０３図) 

特高変電設備、排水溝の仕上が不明です。

モルタル金鏝押えの上塗膜防水と考えて

宜しいでしょうか。御指示下さい。 

貴見のとおり。 

 

 


